
 

函館市と株式会社良品計画との地域の活性化に関する連携協定書 

 

 函館市（以下「甲」という。）と株式会社良品計画（以下「乙」という。）は，次の

とおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 本協定は，本町・五稜郭・梁川地区の賑わい創出や商業の振興などにおいて，

甲および乙が相互に連携し，協働して活動を推進することにより，地域の活性化に

資することを目的とする。 

 

（連携・協力事項） 

第２条 甲および乙は，前条の目的を達成するため，次の事項について連携し，互い

に協力するものとする。 

(1) 本町・五稜郭・梁川地区の賑わい創出に関すること 

(2) 商業の振興に関すること 

(3) 地域産品の販売促進に関すること 

(4) 創業支援に関すること 

(5) 前各号に掲げるもののほか，前条の目的を達成するために必要な事項につい 

 て甲乙協議の上，協力して取り組む。 

 

（秘密の保持） 

第３条 甲および乙は，本協定に基づく連携および協力を行う上で，互いに知り得た

情報を善良なる管理者として注意義務をもって慎重に保管および管理し，本協定

の有効期間および期間終了後においても，第三者に開示し，漏えいしないものとし，

目的以外のために使用してはならない。 

 

（個人情報の取り扱い） 

第４条 甲および乙は，個人情報の取り扱いについては，法令等を遵守し，適正に 

 管理しなければならない。 

 

（本協定書の有効期間） 

第５条 本協定の有効期間は，協定の締結の日から令和５年３月３1 日までとする。

ただし，有効期間満了の日の１カ月前までに，甲乙いずれからも申出がない場合

は，さらに１年間延長するものとし，以後も同様とする。 

２ 前項に規定する協定の有効期間中であっても，甲乙協議のうえ本協定の内容を

変更することができる。 

 

（疑義の決定） 

第６条 本協定に定めがない事項または本協定の条項の運用に当たり疑義が生じた



 

ときは，甲乙協議のうえ決定するものとする。 

 

 本協定の締結を証するため，本書２通を作成し，甲乙署名のうえ，各自その１通を

保有する。 

 

令和４年９月９日 

甲  函館市 

    函 館 市 長  工 藤 壽 樹  

 

 

 

 

乙  株式会社良品計画 

代表取締役社長  堂 前 宣 夫   

 


